
 環 境 省 の モ デ ル 自 治 体 と し て 導 入 可 能 性 調 査 を 実 施

 全 館 照 明 L E D 化 も 併 せ て 実 施 し 、 事 業 効 果 を 高 め る

 初 期 投 資 ゼ ロ で 地 域 に 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー を 導 入 で き る

 維 持 管 理 を 事 業 者 が 実 施 す る た め 維 持 管 理 費 用 が 発 生 し な い

 蓄 電 池 と の 併 用 で 災 害 時 の B C P 対 策 に な る

スポーツセンターへのP P Aモデル導入事業

PPAモデルの概要

現状 LED＋PPA導入後

事業効果（最優秀提案者資料参考）

【事業全体の削減効果】

〈消費電力〉 年間約 ▲ 72.6万kWh

〈CO２〉 年間約 ▲ 332t-CO2

資料９



 本市が現在取り組んでいるVPPによる本庁舎非常用電源整備

 太陽光発電パネル、蓄電池、EV、既設の非常用発電機などから構成

 外部からの電力供給が途絶えた際に、非常用電源として必要個所へ電力を供給

 平常時には太陽光発電とともに、ピークカットなどのエネルギーマネジメントを行う

本庁舎非常用電源（V P P ）整備

【削減効果】

〈消費電力〉 年間約 ▲ 4.8万kWh

〈CO２〉 年間約 ▲ 21t-CO2
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